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。生化学関係の重要な論文の掲載される雑誌について
の一文が NATURE誌に載っていましたo世界におけ
る最初の生化学の専門誌は Hoppe-Seiler'sZeitschrift 
fur physiologische Chemieであり，それは 1877年に
創刊されたものです。 1900年における生化学の専門誌
は9種であったものが， 1968年には 262種にまで増え，
その後さらに増加しつつあるとのことです。ところで， 
1968年から 1970年にわたって Annual Review of 
Biochemistryに引用された雑誌の頻度に徒って，生化
学関係の専門誌の rankingが試みられているのでここ
に20位まで紹介して見ます。 
steady decreaseが認められています。どの研究領域に
も生化学と同様広く読まれ，重要視されている雑誌があ
り，それらに投稿することは学問の進歩に寄与する上で
大切なことです。上記のリストは学術雑誌にも栄枯盛衰
のあることを示していますが，それらの雑誌にのみ重要
な論文が発表されているのではないことは言うまでもあ
りません。フランスの C.R. Acad. Sci.やドイツの 
N a turw issenschaftenなどにも屡々好論文が掲載され
ていますし，千葉医学雑誌もそれなりによい論文を掲載
したいものです。
く〉論文の末尾に校閲者えの謝辞の記されていることが 
Am. Chem. Soc. J. 1.1Chem. 1.BioJ. 1. 
2. Proc. Nat. Acad. Sci. 12. Fed. Proc. 
3. Biochim. Biophys. Acta 13. J. Bact. 
l.Cold Spring Harb. Symp. quan. Bio14.l.Bio 1.MoJ.4. 
5. Biochemistry 15. Eur. J. Biochem. 
6. Nature 16. J. Biochem.，Tokyo 
7. Biochem. biophys. Res. Commun. 17. Viro1ogy 
1.Cell BioJ.18.J.Biochem.8. 
9. Science 19. J. Exp. 1¥在ed. 
10. Arch. Biochem. Biophys. 20. J. Lipid Res. 
1933年にも同様の rankingがなされたそうですが， ありますが，読んで見ると， care1ess mistake，図表の 
不備なものなどの目立つことが度々あります。校閲なさNatureはその時以来の地位を保持し，Chem. 1.BioJ. 
は 1938年の 12位から 6位に上がり，日本の J.Bio- る方々にはもう少し“校閲"という言葉にふさわしく論
chem.も32位から今回の 16位に上がっています。そ 文の著者に注意していただくと本誌の編集もさらに円滑
して全般的に non-English scientific periodica1sの に進みます。 編集委員長桑田次男
